








































































■貸借対照表関係比率 

 比率名 説  明 
同系統法人 

平均値 

2019 年度 

 固定資産構成比率 固定資産の総資産に占める構成割合。教育研究事業には多額の設備投資が必

要になるため高くなる傾向にある。 ８７．３％ 

 流動資産構成比率 流動資産の総資産に占める構成割合。現金化できる資産が多く資金流動性に

富んでいる場合はこの比率が高い。 １２．７％ 

 固定負債構成比率 固定負債の総資金に占める構成割合。負債と純資産に占める長期的債務の割

合となる。 ７．３％ 

 流動負債構成比率 流動負債の負債と純資産に占める構成割合。短期的債務の比重を示す。 ５．１％ 

 流動比率 流動負債に対する流動資産の割合。資金の流動性を示す。 ２５０．

５％ 

 総負債比率 固定負債と流動負債を合計した負債総額の総資産に対する割合。 １２．４％ 

 負債比率 他人資金と純資産の関係比率。 １４．１％ 

 基本金比率 基本金組入対象資産額である要組入額に対する組入済基本金の割合。 ９７．２％ 

 積立率 運用資産の要積立額に対する割合。学校法人の経営を持続的かつ安定的に継

続するために必要となる運用資産の保有状況を表す。 ７４．４％ 

※出典：日本私立学校振興・共済事業団（2019 年度決算統計） 

同系統法人：理工他複数学部を有する大学法人 
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